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【緒言】蛍光体を用いたドシメータは、入射された放射線エネルギーを蓄積後、熱や光などの外

部刺激により発光する材料であり、個人被曝線量計やイメージングプレート等に用いられている。

個人被曝線量計に応用する場合は、生体等価性の観点から人体組織に近い実効原子番号(Zeff = 

7.35–7.65)の材料が求められる[1]。これまでの研究で、放電プラズマ焼結(SPS)法により作製した C

添加 Al2O3透明セラミックスが 0.1-1000 mGyの領域で熱蛍光の良い線量応答性を示した[2]。本研

究では、検出感度向上に向けて新たに Eu を添加

した Al2O3透明セラミックスを作製し、そのドシ

メータ特性を調べた。 

【実験方法】化学両論比通りに Al2O3と Eu2O3を

混合後、粉末をカーボンダイスに充填した。その

後、真空中で 1300℃、20 分焼成することで試料

を得た。 

【実験結果と考察】図 1に、Eu添加 Al2O3透明セ

ラミックスの熱蛍光グローカーブを示す。およそ

165℃及び 320℃において、グローピークが観測さ

れた。作製した試料の中でも、0.001%Eu添加試料

が最大の強度を示した。 

  図 2に、Eu添加 Al2O3透明セラミックスの熱蛍

光の線量応答性を示す。165℃に観測されたグロ

ーピーク強度を熱蛍光強度として用いた。

0.001%Eu添加試料において、0.1–1000 mGyの範

囲でよい線形応答性が見られた。本講演では、熱

蛍光特性の詳細について議論する。 
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Fig.1 熱蛍光グローカーブ(1℃/s)。 

 

Fig.2 線量応答性。 

 

 

 

 

 

50 100 150 200 250 300 350 400 450
0

10

20

30

40

50

Temperature (℃)

T
S

L
 i

n
te

n
si

ty
 (

a.
u
.)

 0.001% Eu    0.01% Eu 
 0.1% Eu       1.0% Eu 

y = 0.7981x1.0271

R² = 0.9914

y = 0.2892x1.0908

R² = 0.9988
y = 0.022x1.1228

R² = 0.997

0.01

0.1

1

10

100

1000

0.1 1 10 100 1000
Dose (mGy)

In
te

n
si

ty
 (

a.
u

.)

0.001% Eu

0.01% Eu 0.1% Eu 1.0% Eu

第66回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2019 東京工業大学 大岡山キャンパス)11p-PB4-31 

© 2019年 応用物理学会 02-078 2


